
債権管理実務研究会とは �
1982年に発足した株式会社商事法務の年会費制事業で、企業の与信・審査や債権管理・回収を担う実務担当者の教育・研鑽の
場です。法制度や裁判動向、税務・会計・財務分析、社内体制など幅広いテーマを扱い、セミナーや会員交流を通じて多角的な
実務情報を提供。約200社の会員に対し、人材育成と組織力強化に資する活動を展開しています。

㈱商事法務主催　債権管理実務研究会 特別セミナーのご案内

企業買収を成立させる資金調達
―金融機関は何を見ているか、どうすれば「融資したい案件」になるのか―

▶ 事業承継や成長戦略の手段としてM&Aの重要性が高まる中、金融機関は資金供給のみならず、企業支
援や地域経済の活性化を担う主体として、融資とアドバイザリーの両面から関与しています。本講座
では、金融機関の視点に立ち、M&Aにおける融資実務とリスク管理の全体像を体系的に解説するとと
もに、その考え方を事業会社側にも応用可能な形で提示します。
▶ 特に、M&A資金の融資における判断枠組みや保全の取り方、支店・本部の意思決定プロセスなど、現
場の審査実務に踏み込んで整理します。あわせて、アドバイザリー業務における利益相反対応や業況
不芳先への関与の可否など、実務上の重要論点も具体的に取り上げます。
▶ 本講では、金融機関の審査実務を踏まえ、どのような案件が「融資したい案件」と評価されるのか、
また企業側としてどのような資料準備・契約設計を行えば金融機関からの指摘を受けにくくなるのか
を具体的に解説します。さらに、価格交渉や手数料、基本合意後のトラブル、業種特有のリスクとい
った事例も交え、実務対応力の底上げを図ります。
主要講義項目
１．金融機関にとってのM&A
　（１）取組み意義／（２）提供するサービス
２．M&Aの概要
　（１）広義のM&A…資本移動を伴う提携／（２）狭義のM&A…企業買収・合併／（３）金融機関で取扱いが多い形態
３．M&A資金の融資
　（１）融資5原則／（２）保全・コベナンツ
４．リスク管理
　（１）情報管理／（２）利益相反管理
５．トラブル事例
　（１）手数料を巡る金融機関とのトラブル（アドバイザリー契約時の確認事項）
　（２）M&A契約後の当事者間のトラブル（M&A成立後のガバナンスのポイント）

開催日時 �10月14日（水）15時～17時
会　　場 株式会社商事法務　会議室（東京都中央区日本橋3-6-2　日本橋フロント３階）
視聴期間 １か月〔視聴開始日　11月２日（月）から任意の期間〕
受講料 【法人申込】29,700円（税込）/１社（同一法人内に限り複数名受講可能）�

　　　　　【個人申込】16,500円（税込）/１名　　　                           詳細はホームページをご確認ください。

講　師
　杉坂春奈　弁護士（岩田合同法律事務所）
2009年12月弁護士登録・岩田合同法律事務所入所、2014年4月地方銀行入行、2022年9月同事務所復帰（金融法
チーム所属）、2024年3月地方銀行子会社の非常勤取締役。地域金融機関のコンプライアンスと法務全般の実務
経験を豊富に有しており、金融機関法務に関する案件を広く取り扱う。

WEB申込


